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前回定例会（令和元年８月７日）以降の主な動き 

 
令 和 元 年 ９ 月 ４ 日 
資 源 エ ネ ル ギ ー 庁 
 柏崎刈羽地域担当官事務所 

 

 

１．エネルギー政策全般 

 

○令和２年度予算概算要求を財務省に提出【８月 30 日】 

（原子力関連） 

１．福島復興の加速化 1,141 億円（941 億円） 

２．原子力の安全性・信頼性・機動性の向上 1,370 億円（1,317 億円） 

①革新的な原子力技術の開発 105 億円（85 億円） 

②再エネ導入等による地域振興策を拡充 1,210 億円（1,175 億円） 

 ※別添資料「令和２年度 資源・エネルギー関係予算概算要求のポイント」 

 

○エネ庁ホームページ＜スペシャルコンテンツ＞ 

（１）電気の安定供給のキーワード「電力需給バランス」とは？ゲームで体験し

てみよう【８月６日公開】 

（２）汚染水との戦い、発生量は着実に減少、約 3分の 1に【８月８日公開】 

（３）2019—日本が抱えているエネルギー問題（前編）【８月 13 日公開】 

 日本の自給率と海外依存の問題 

 電気料金の変化 

 温室効果ガス（GHG）の排出問題 

 2030 年に向けたエネルギー政策 

（４）2019—日本が抱えているエネルギー問題（後編）【８月 15 日公開】 

 世界で進む脱炭素化の動き 

 省エネの取り組み 

 再エネの導入拡大 

 原子力発電の必要性 

 期待される水素エネルギー 

（５）【インタビュー】「LNG は環境性・供給安定性・経済合理性のバランスの

とれたエネルギー」－広瀬 道明氏（前編）【８月 20 日公開】 

（６）【インタビュー】「日本のノウハウを生かし、LNG の国際市場をリードす

る存在に」－広瀬 道明氏（後編）【８月 22 日公開】 

（７）再エネと安定供給～求められる「発電を続ける力」【８月 27 日公開】 
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（８）エネルギーと環境を考える、Ｇ２０初の合同会合～日本主導で合意した

“協働”の中身とは？ 

 

※スペシャルコンテンツ 

https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/ 

 ※当事務所でも紙媒体で配布しています。 

 

 

２．電気事業関連 

 

○第３３回 総合資源エネルギー調査会／電気事業分科会／放射性廃棄物ワー

キンググループ【８月 19 日開催】 

・平成 26 年 9 月の最終処分関係閣僚会議で合意された、「科学的に適性

が高いと考えられる最終処分候補地の具体的要件・基準等について

専門家の更なる検討を進める」を受け、本ＷＧにおいて検討を行

う。 

・第 33 回は、最終処分に関する最近の取組と今後の対応課題等につい

て議論。 

 

○総合資源エネルギー調査会／電力・ガス事業分科会／脱炭素化社会に向けた

電力レジリエンス小委員会 中間整理公表【８月 20 日公表】 

 

○第２０回 総合資源エネルギー調査会／電力・ガス事業分科会／電力・ガス

基本政策小委員会【８月 29 日開催】 

・電力・ガス分野の幅広い政策課題について、安全性、安定供給、経済

効率性、環境適合性というエネルギー政策の基本的視点から総合的な

検討を行う。 

・第 20 回は、電力・ガス小売全面自由化の進捗状況、電力データ活

用、電力分野におけるサイバーセキュリティ等について議論。 
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３．新エネ・省エネ関連 

 

○第１１回 総合資源エネルギー調査会／省エネルギー・新エネルギー分科会

／省エネルギー小委員会／建築物エネルギー消費性能基準等ワーキンググ

ループ（国土交通省委員会と合同開催）【８月８日開催】 

・改正建築物省エネ法の施行等に向け、注文戸建住宅や賃貸アパートに

係るトップランナー基準の設定や、戸建住宅等の省エネ性能評価方法

の簡素化等の省エネ基準の改正等について検討。 

・第 11 回は、建築物エネルギー消費性能基準等に係る概要案、今後の

スケジュールについて議論。 

 

○総合資源エネルギー調査会／省エネルギー・新エネルギー分科会／電力・ガ

ス事業分科会／再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委

員会 中間整理（第３次）公表【８月 20 日公表】 

 

 

○第４回 総合資源エネルギー調査会／省エネルギー・新エネルギー分科会／

新エネルギー小委員会／バイオマス持続可能性ワーキンググループ【８月

22 日開催】 

・バイオマス発電に特化した固定価格買取制度の在り方を検討。 

・第４回は、ワーキンググループ報告書骨子（案）について議論。 

 

○第４回 太陽光発電設備の廃棄等費用の確保に関するワーキンググループ

【８月 26 日開催】 

・太陽光発電設備の廃棄等費用の積立てを担保する制度に関する検討。 

・第４回は、太陽光発電設備の廃棄等費用の積立てを担保する制度に関

する詳細検討①について議論。 

 

○第１２回 総合資源エネルギー調査会／省エネルギー・新エネルギー分科会

／省エネルギー小委員会／建築物エネルギー消費性能基準等ワーキンググ

ループ（国土交通省委員会と合同開催）【９月２日開催】 

・改正建築物省エネ法の施行等に向け、注文戸建住宅や賃貸アパートに

係るトップランナー基準の設定や、戸建住宅等の省エネ性能評価方法

の簡素化等の省エネ基準の改正等について検討。 

・第 12 回は、建築物省エネ法に基づく建築物エネルギー消費性能基準

の改正等について議論。 
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４．その他 

 

○刈羽村ふるさとまつり【８月 15 日】 

・刈羽村エネルギー×サイエンスフェスタ 2019 に出展（東北経済産業

局委託事業） 

・サイエンスショー、クイズラリーなどエネルギーに関するイベントを

実施。 

 

 
 

○青森県下北半島地域エネルギー施設見学モニターの募集【８月 23 日】 

・実施日：10 月 10 日（木）～10 月 11 日（金） 

・モニター内容 

下北半島地域にある石油備蓄基地をはじめ、太陽光発電所、風力発

電所、原子力発電施設、核燃料サイクル施設、核融合発電関連研究

施設を一体的に見学・学習できるプログラムを提供。 

・対 象：自治体や企業が行う研修・教育 

・費 用：集合地点までの交通費や宿泊費、食費は参加団体の実費負

担。 

・問い合わせ先：資源エネルギー庁青森原子力産業立地調整官事務所 

        電話 017-722-1729 

        FAX  017-773-2327 

 

 

（以上） 


